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社会保険労務士法人みらいコンサルティング　代表
一般社団法人労務コンプライアンス協会・理事

福田芳明氏

「労務管理の視点で考える、より良い社会の実現！」。労務
のプロが学び合い高め合う新たなプラットフォームとして
2021 年発足した労務コンプライアンス協会。本稿は、協
会理事の福田芳明氏を取材特派員として、全国の注目事務所
へのインタビューを行うシリーズ企画（文・武田司、GPT-4）

年間20件ペースで
顧問先が増える「理由」
福田：事務所を設立した経緯につ
いて教えてください。
伊藤：独立前に所属していた事務
所で同僚の弁護士であった妻との
結婚をきっかけに 2015 年 7 月
に事務所を設立しました。当初は
夫婦 2人で子育てもしながら、
小規模だけど手の行き届いた事務
所を作っていければと思っていま
したが、幸い多くのお客様に恵ま
れて事務所を順調に成長させるこ
とができ、現在は所員数 23名（弁
護士 7名・事務員 16名）の事務
所となり、栃木県内でも最大規模
の法律事務所となっています。
福田：先生ご自身は、埼玉県のご
出身ですよね。
伊藤：そうです。埼玉県の越谷市
というところで育ちました。栃木
県には特に地縁はなかったのです
が、東京での司法修習を経験する

中で弁護士人口の半分以上が集中
している東京近郊で仕事をするよ
りも、弁護士人口が少ない地方で
働くほうが自分の取得した法曹資
格をより一層活かすことができる
と考え、栃木県で弁護士登録しま
した。
福田：そうした経緯があったんで
すね。
伊藤：実際に地方で弁護士をやっ
てみて感じるのは、一般の方々に
とっては弁護士に相談することの
敷居がまだまだ高いという点で
す。日々の相談においても、弁護
士と話すのは人生で初めてです、
こんなに気さくに話を聞いてもら
えるとは思っていませんでしたと
言っていただけることが当初から
多かったように感じます。
　そのため、私たちは、弁護士に
法律相談をすることの敷居をでき
るだけ下げて、気軽に相談ができ
る法律事務所を目指してきまし
た。具体的には、他の事務所がや

りたがらないけれどもニーズが高
い平日夜間や土日祝日の相談も積
極的に受けたり、ホームページで
の情報発信なども積極的に行って
きました。
　さらに近年は、企業の福利厚生
の一環として従業員やその家族
の方が弁護士に無料で法律相談
ができる「従業員支援プログラ
ム（EAP ＝ Employee Assistance 
Program）」という制度の普及に
も積極的に取り組んでいます。
福田：一般社団法人弁護士 EAP
協会（L-EAP）での取り組みのこ
とですね。L-EAP は 2021 年の設
立で、私たちの労務コンプライア
ンス協会と同じタイミングで始
まっており、私たちも賛助会員と
して参加しています。伊藤先生
も、設立メンバーとして関与され
ていますよね。
伊藤：そうですね。私も協会の設
立時から関与させていただき、今
年度からは協会の理事に就任する

ࠕࡘࡆ࠲ࡦࠗ�ޓޓ

　　　　　　弁護士法人宇都宮東法律事務所　　　　　　　伊藤一星氏
栃木県宇都宮市
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こととなりました。
福田：L-EAP の会員弁護士には、
顧問先企業の従業員も弁護士に法
律相談することができるようにな
るんですよね。
伊藤：そうですね。会社の顧問弁
護士と言うと、会社に関する法律
相談だけを受けるのが一般的かと
思いますが、EAPの契約も交わし
た企業であれば、従業員やその家
族の方が抱える私的な法律問題、
具体的には離婚や相続や交通事故
や借金などについての法律相談も
無料で行うことが可能となりま
す。ただ、利益相反となるのでそ
の会社を相手にする労働相談など
は受けられない仕組みとなってい
ます。
　また、守秘義務があるので相談
内容の具体的な内容は会社にはお
伝えしないこととなっています。
福田：弁護士への法律相談のハー
ドルが下がりますね。
伊藤：そうですね。弁護士に対す
る法律相談の敷居が高いとされる
中、EAP は会社と提携する弁護

士に気軽に法律相談ができるサー
ビスになっています。従業員の私
的な法律問題を福利厚生制度の一
環としてサポートできる画期的な
仕組みだと思います。
　これによって、従業員の会社に
対する満足度を向上させることが
できますし、会社にとっても従業
員満足度を高めることで優秀な人
材の確保や定着率が高まるなど、

生産性の向上が実現できる仕組み
になっています。
　私自身も 20名を超える所員を
抱える法律事務所を経営するよう
になって、マネジメントの重要性
を日々感じていますが、組織規模
が大きくなると顧客対応は所長以
外の弁護士や事務局が行う場面が
増えてきます。そうすると、事務
所の顔となって働いてくれる弁護

代表の伊藤一星氏とパートナーの関口久美子氏

一般社団法人弁護士 EAP協会のHPより
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士や事務局が働きやすい職場環境
を整備して従業員満足度を上げる
ことが、ひいては顧客満足度を上
げることにもつながっていくと感
じており、CS を上げるためには
まずは ES を上げることが重要だ
と考えるようになりました。過去
にはそのような経営姿勢を評価し
ていただいて、船井総合研究所の
法律事務所経営研究会で「働く社
員が誇りを感じる事務所賞」とい
う賞をいただいたこともあります
【次ページに写真】。
　従業員自身が法的トラブルを抱
えたままでは、仕事に集中するこ
とができず、生産性にも悪影響を
及ぼしてしまいます。EAPによっ
て法的問題を抱えた従業員を企業
としてサポートすることにより、
従業員の満足度を高めたり、働き
やすい職場環境を整備すること
で、企業価値を向上させることが
できると思います。
　SDGsにも「働きがいも経済成長
も」という目標があり、人的資本
経営という考え方に代表されるよ
うに、「人」への投資を行うことが
企業価値を高める上で重要になっ
てきているように思います。
福田：現在は「人」に関するキー
ワードが企業経営において重要に
なってきていますので、避けては
通れない話ですね。
伊藤：私自身、企業向けにセミ
ナーを開催する際には、労務コン
プライアンスの重要性をお話しす
るようにしています。労務コンプ
ライアンスを守らない企業は、い

わゆるブラック企業のレッテルを
貼られ、採用活動においても優秀
な人材が集まりにくくなり、上場
やM&Aの場面でも企業価値を損
ねることになり、結果として企業
経営に大きなマイナス影響を及ぼ
すことになります。
　私自身も労務コンプライアンス
を意識して所員が働きやすい職場
環境を整備しながら経営を行うこ
とで、所員が高いパフォーマンス
を発揮することにつながって、事
務所を成長させることにつながっ
たと思っています。
　顧問先の従業員の働きやすい職
場環境を構築することにつながる
EAP を企業に積極的に推進する
ようになってから、この 2年間
で顧問先数が 10 社程度から 50
社を超えるまでになりました。今
年は年間 20社を超えるペースで
顧問先が増えており、EAP への
ニーズが非常に高いことを実感す
るとともに、事務所経営において
EAP を推進することの有用性を
強く感じています。
　また、EAP に興味を持ってい
ただける企業は、人材への投資や
育成に関心が強い企業が多く、大
きな人事トラブルも少ない優良企
業であることが多いと感じていま
す。また、企業規模が大きな会社
の中には、すでに顧問弁護士がい
るにもかかわらず、弊所とセカン
ド顧問としての顧問契約を締結い
ただく企業様もいらっしゃいま
す。そのような企業様において
は、従来型の顧問弁護士としての

仕事は従前の先生にお願いしつ
つ、私たちの事務所では従業員へ
の EAP のご提供のほか、従業員
からのハラスメント相談窓口や内
部通報窓口のお手伝いもさせてい
ただいています。

事務所成長の転換点は
EAPとDXと非資格者の活用
福田：事務所には、どのような相
談が多くなっていますか？
伊藤：開業当初は個人向けの業務
が多かったです。交通事故の賠償
問題や借金問題、相続問題、男女
問題など、一般的に「町弁」と呼
ばれる弁護士が行う業務を一通り
行っていました。
　ただ最近では、前述のEAPの推
進もあって企業法務の仕事が増え
ています。顧問弁護士として顧問
先の企業を支えることで、その企
業の発展だけでなく、そこに所属
する多くの従業員やその家族の生
活を支えていくことにやりがいを
感じています。
　とはいえ、もともと個人法務を
中心とした事務所でその分野のノ
ウハウも備えていますので、その
リソースを活かして顧問先企業の
満足度を高めていく意味でも前述
のEAPに注力しています。
福田：現在、企業法務の相談で多
いテーマは何でしょうか？
伊藤：やはり人事労務の相談が多
い印象です。その中でも、問題社
員対応・残業代請求・ハラスメン
ト関連の相談をよく受けます。
　特にハラスメントに関しては、
法改正もあって企業内で適切な対
応が求められています。対応を一
歩間違えれば企業は高額な賠償金
を求められ、存続が危ぶまれる事
態にも陥りかねません。
　そのような観点から、企業向け
のセミナーなどでは、企業に対し
てしっかりとリスク管理を行うこ
との重要性をお伝えしています。
福田：労務トラブルが発生した場
合、弁護士さんにしか対応できな
い部分がありますので、私たち社
労士にとっても弁護士さんに入っ所属する弁護士たちと
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ていただけると安心感がありま
す。反対に実務的な部分や社会保
険の手続きなどのチェックは、私
たち社労士に任せていただくこと
で連携が進み、企業にとってより
良いサービスが提供できると思い
ます。
伊藤：その通りですね。士業相互
に得手不得手があるので、うまく
連携し合っていければと思ってい
ます。
福田：事務所を成長させる上で有
用だった取り組みを教えてくださ
い。
伊藤：私たちの事務所が成長す
ることができた要因としては、
DX化の推進（デジタルトランス
フォーメーション）がまず挙げら
れると思います。私たちの事務所
では、事件処理にあたってサイボ
ウズ社の kintone をベースとした
クラウド型案件管理システムの
「クラウドバランス」（株式会社
FISTBUMP）というサービスを導
入しています。
　これは、いわゆる病院での電子
カルテを法律事務所にも導入した
ものですが、多くの案件の進捗を
正確に管理するとともに、月ごと
の売上や受任件数などを自動集
計できるなど、経営数値をタイ
ムリーに把握することができ、
事務所経営を進める上で欠かせ
ないツールとなっています。ま
た、ほかにもGoogle Workspace、
Box、Chatwork、LINE ビジネス、
Zoom、カイクラ、freee といった
ソフトウェアを積極的に活用して

DX化を進めることで、所員が効率
よく仕事を進められるようになっ
ていると思います。
　また、非資格者の積極活用を
行ったことも、成長の要因に挙げ
られると思います。実は、私自身
も司法試験に合格する前に法律事
務所でパラリーガルとして勤務し
ていた経験があるので分かるので
すが、非資格者であっても弁護士
の監督のもとに事件処理を一緒に
手伝うことはできます。
　そのため、私たちの事務所で
は、弁護士が行なわなければなら
ない交渉業務や訴訟対応などの業
務は当然弁護士が行いますが、そ
れ以外の業務については弁護士の
監督のもとで事務局にも積極的に
仕事を手伝ってもらっています。
　同じ資格業の病院経営では、医
師と看護師が役割分担を行いなが
らチーム医療を適切に行っていま
すが、法律事務所でも同様のこと
ができるのではないかと思ってい
ます。
福田：なるほど。多くのお客様を
支援するにあたって、チームとし
て動けることは重要ですよね。
伊藤：そうですね。例えば依頼者
からの電話対応の一次対応を事務
局にお願いすることで依頼者もす
ぐに応答してもらえて安心感や顧
客満足度につながります。
　多忙な弁護士に対して依頼者が
持つ大きな不満の１つがなかなか
連絡がつかないという点ですが、
それを克服するために弊所では事
務局に依頼者からの電話の一次対

応をお願いすることが多くなって
います。なお、弊所では、事務局
にもパラリーガルとしての職業意
識を持ってもらいたいという考え
から資格取得などの自己研鑽を積
極的に推奨していますが、その甲
斐もあって弊所の事務局の半数以
上が日本弁護士連合会の事務職員
能力認定試験に合格しています。

50年や100年続く
法律事務所を目指して
福田：それでは最後に、貴事務所
の今後の展望について教えてくだ
さい。
伊藤：多くのお客様に恵まれると
ともに、一緒に働く仲間である弁
護士や事務局の人数も増えてきま
した。それに伴って最近は、お客
様や一緒に働く仲間の将来のため
にも、この事務所を私の代だけで
終わらせるわけにはいかないと思
うようになりました。
　そのために、この事務所を 50
年や 100 年続く事務所にしてい
かなければならないと思っていま
すが、それには所員・依頼者・地
域社会といった事務所を支えてく
れる皆様から選ばれ続ける事務所
づくりをしていかなければならな
いと思っています。これからも地
域で最も身近で信頼される法律事
務所を目指していければと思いま
す。
福田：今後のますますのご発展を
お祈りしております。本日はあり
がとうございました。■

エントランスの様子 船井総合研究所の法律事務所経営研究会で「働く社員が誇りを感じる事務所
賞」を受賞
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